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決
策
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河

田

嗣

耳目

五
月
四
日
を
期

L
て
断
行
さ
る
、
に
歪
っ
た
英
闘
の
総
同
盟
械
業
は
、
そ
の
規
模
の
大
な
る
貼
に
於
て
、
叉
総

山
間
業
な
る
も
の
、
意
義

ωM畑
中
止
せ
ら
れ
た
る
引
に
於

τ、
-Hに
点
立
剛
一
の
も
凶
で
あ
b
、
叉
却
時
期
的
の
も
の
で
め

る
o

徳
能
業
に
直
接
間
接
に
奉
加
せ
る
叫
労
働
者
の
総
数
は
今
H
に
於
て
闘
よ
h
，
精
確
に
之
を
知
る
を
得
な
い
ー
が
、

沓
三
角
同
盟
の
崎
労
働
組
合
聯
合
舎
を
中
堅
ヰ

L
、
之
に
多
数
の
聯
合
曾
や
単
調
組
合
が
加
盟
し
て
居
る
や
う
で
ゐ

る
か
ら
、
能
業
労
働
者
数
の
莫
大
な
る
二
ご
は
祖
像
に
難
か
ら
ゴ
る
所
で
ゐ
る
。
新
聞
紙
上
に
報
命
ら
れ
た
る
所

を
見

τも
質
に
驚
(
ぺ
さ
ほ
ど
の
大
規
模
の
も
の
で

b
h
、
質
に
英
国
の
産
業
正
経
済
一
般
正
一
舵
曾
生
活
ご
を
脅



か
す
仁
一
足
る
所
謂
献
肌
一
町
能
川
和
た
る
仁
耽

E-cる
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
多
〈
の
場
合
に
於
て
は
総
同
盟
罷
業
己
い
へ
ば
、

普
通
の
皿
商
業
己
硲
別

t
て
放
へ
ら
れ
、

両
者
は
少
な
か

ら
十
を

ω性
質
及
日
的
の
異
な
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。

即
ち
普
通
の
能
楽
は
労
働
組
合
又
は
其
潟
に
臨
時
的
に
閣

結
せ
る
労
働
者
が
賃
金
や
労
働
時
間
や
京
他
労
働
依
件
の
維
持
叉
は
改
善
を
目
的

t
L
て
之
を
行
ふ
運
動
で
ゐ
ち

そ
の
蓮
勤
は
回
よ
り
刷
品
目
的
運
動
で
あ
る
が
そ
の

H
的
の
上
か
ら
い
へ
ば
経
済
運
動
ご
し
て
の
怠
義
を
有
す
る
も

の
ご
せ
ら
れ
た
。

詳
言
す
れ
ば
現
時
の
縦
隣
組
織
の
下
に
於
て
持
働
者
が
そ
の
勢
働
僚
件
の
維
持
改
善
を
困
っ
て

去
の
地
位
の
向
上
や
境
過
の
改
善
を
潟
さ
ん
ご
す
る
こ
子
宮
目
的
己
す
る
に
描
ぎ
ぬ
。
然
る
に
之
に
反

Lτ
総
同

盟
川
開
業
は
、

現
時

ω経
隣
組
織
を
桜
本
的
に
改
革
ゼ
ん
錦
に
、

企
業
制
を
一
角
認
し
叉
資
本
り
な
有
制
を
一
台
認
L
之

に
代
る
べ
き
新
た
な
る
生
応
組
織
を
池
h
山
さ
ん
潟
に
行
は
れ
る
革
命
運
動
正
考
へ
ら
れ
た
o

そ
し
て
総
同
盟
問
問

業
正
い
へ
ば
ザ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
や
-
一
ユ

1
、
ュ
ニ
オ
一
一
メ
ム
の
一
好
む
で
唱
道

L
賀
行
せ
ん
正
す
る
所
の
も
の
で
、

サ

ボ

タ

l
J
J
ユ
な
ど

ω一他
ω手
段
乙
共
に
サ

Y

ヂ
カ
リ
ズ
ム
流
の
も
の
己
せ
ら
れ
た
。
従
て
英
閥
在
来
り
ツ
レ

1

ド
、
ユ

-
オ
ニ
ズ
ム
の
行
ふ
所

ωも
の
は
持
活
の
能
業
で
あ
う
て
、

革
命
闘
憾
な
ら
百
る
普
通
の
労
働
組
合
が
草

命
的
な
総
槌
業
を
行
ふ
も
の
ご
は
せ
ら
れ
な
か
っ
七
の
で
あ
る
o

然
る
に
今
回
行
は
る
、
に
歪
つ
一
た
地
業
は
之
を
総
ι同
業
ピ
レ
ム
仁
差
支
な
き
も
め
で
あ
λ

リ、

然
か
も
之
を
行
ふ

も
の
は
英
図
在
来
。
ヅ

V
1ド
、
ュ
ェ
オ
ン
の
聯
盟
凶
鱒
で
あ
る
。
此
の
現
象
は
ど
う
見

τも
従
来
の
普
通
の
凡
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l

プ

解
仁
劃
す
る
一
闘
員
例
正
調
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ぜ
一
千
ラ
u
p

、λ
ト一
74々
、

な
世
今
回
の
大
能
業
を
徳
川
阻
業
ご
い
ふ
に
過
す
る
か
ぜ
調
へ
ば
、

ザ
ン
ヂ
カ
リ
ノ
ズ
ム
流
山
総
械
業
ご
い
へ

ど
も
並
(
の
直
陵
に

H
的
正
す
る
所
は
、
会
凶
多
数

ω主
要
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
総
慨
的
に
能
業
[
一
て
之
に

依
て
産
業
の
蓮
贈
を
休
止
せ
し
め
枇
曾
を
経
済
的
に
航
庫
川
肌
態
に
陥
れ
ん
ご
す
る
も
の
た
る
に
外
な
ら
向
。
帥
も

諸
同
聞
の
生
産
業
も
?
々
の
働
を
休
め
、
交
通
運
輸
機
闘
も
止
ま
り
、
商
業
も
休
止
せ
ら
れ
、
比
一
の
結
果
財
貨
の
生
産

も
行
は
れ
十
そ
の
交
易
配
給
も
行
は
れ
な
(
な
っ

τ、
刑
曾
経
済
を
し
て
急
に
停
頓
せ
し
め
詞
は
ば
気
絶
の
敗
態

仁
陥
ら
し
め
ん
ピ
す
る
も
の
た
る
に
外
な
ら
泊
。
そ

L
て
勢
働
者
は
之
に
依
て
其
の
威
力
を
示
し
刷
曾
を
し

τ否

騒
な
し
に
融
労
働
者
の
支
配
に
服
せ
し
め
共
の
指
場
権

ω下
に
新
生
産
組
織
を
造

h
出
す
こ
ピ
を
以
て
絡
局
の
目
的

正
す
る
の
で
あ
る
o

然
る
に
今
回
質
行
き
る
、
に
至
っ
た
桂
業
は
恰
も
斯
〈
の
如
き
朕
態
を
時
間
世
帯
す
る
こ
ご
を
以

て
直
接
の
目
的
ご

L
、
先
づ
之
に
依

τ枇
品
闘
を
困
却
せ
[
め
窮
地
に
落
し

τ然
る
上
に
企
業
家
及
枇
曾
一
般
を
し

て
時
労
働
者
の
要
求
す
る
所
の
も
の
を
承
認
せ
し
め
ん
正
す
る
も
の
た
る
に
外
な
ら
，
さ
れ
ば
、

ξ
の
盟
問
業
は
終
局
の

日
的
に
於
て
ニ
そ
直
も
に
革
命
的
の
も
の
ご
は
い
へ
な
い
に
し
て
も
、

龍
業
そ
の
も
の
か
ら
い
へ
ば
総
能
業
た
る

企
闘
の
下
に
行
は
れ
叉
そ
の
賞
質
を
備
へ
た
も
の
ご
調
は
ね
ば
な
ら
曲
。

新
〈
今
回
の
罷
業
は
纏
罷
業
た
る
質
質
を
具
し
て
居

τ然
か
も
之
を
行
ふ
も
の
は
英
図
在
来
の
ヅ
レ

1
ド
、
ュ

ユ
オ
ニ
ズ
ム
の
囲
健
な
'
り
さ
せ
ば
、
苦
々
は
誌
に
一
方
に
は
総
龍
業
な
る
も
の
、
在
来
の
意
義
を
少
し
緩
和
し
て



考
へ
る
必
要
を
見
る
ご
岡
崎
に
他
方
に
は
英
図
在
来
の
ツ
レ

l
ド
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
仁
於
付
る
共
の
立
場
正
方
針
ご

の
多
少
の
畿
化
を
認
む
る
を
俄
儀
な
〈
せ
し
め
巴
れ
る
次
第
で
あ
る
。
郎
も
一
方
に
於
て
は
総
能
業
な
る
も
の
は

必
す
し
も
直
接
に
革
命
令
』
目
的

t
L
τ
革
命
的
動
機
か
ら
行
は
れ
る
も
の
ご
は
限
ら
す
、
普
通
の
勢
働
僚
件
に
閥

す
る
要
求
同
日
徹
の
手
段
ご
し
て
も
用
ゐ
ら
る
、
を
得
る
も
の
で
、
必
克
こ
れ
日
的
行
綿
花
ら
十
手
段
行
鏡
花
る
に

過
ぎ
す
然
か
も
手
段
行
錯

Z
L
て
は
ヅ

V
1
ド
、
ュ

二
オ
一
一
ズ
ム
に
依
て
も
用
ゐ
ら
れ
得
べ
き
も
の
な
る
こ
芭
を

知
る
を
要
す
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
は
叉
英
闘
の
ツ
レ

1
l
、
ユ
品
オ
品
、
ス
ム
も
一
八
九
九
年
に
於
け
る
か
り
ト

ツ
ク
、
旦
ト
タ
イ
キ
以
筏
は
多
少
手
、
の
方
針
仁
越
化
を
生
じ
、

輔
剛
来
-
一
ユ

1
ユ
ニ
才
一
一
ズ
ム
の
勃
興

Z
共
仁
之
仁

促
き
れ

τ、
革
命
的
正
ま
で
は
行
炉
な
い
に
し

τも
、
従
来
の
謝
枇
曾
主
義
ご
し
て
の
イ
ズ
ム
に
多
少
の
品
理
化
を

京市た

L
、
枇
品
目
主
義
的
な
傾
向
を
迎
へ

τ之
を
加
味
す
る
に
至
っ
た
こ
ど
を
見
遁
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

U

ま
り
此
の
二
方
面
の
胡
怖
の
矯
に
総
能
楽
は
確
貨
に
普
通
の
勢
働
組
合
E
結
び
付
い
て

L
ま
っ
た
の
で
あ
っ

τ、

其
の
結
合
は
今
回
の
質
例
に
依
つ

τ盆
々
明
瞭
に
経
協
立

τら
れ
る
こ
正
、
な
っ
た
。

そ
れ
に
叉
従
来
英
図
の
ツ
レ

1
ド
、
ユ
ニ
方
ン
は
各
単
位
組
合
が
成
る
ぺ
〈
其
の
白
主
離
を
失
は

F
ら
ん
ご
努

め
、
漸
〈
会
閥
的
な
聯
合
曾
〈
ら
ゐ
ま
で
は
大
岡
凶
結
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
け
れ
"
と
も
、

や
は
り
そ
れ
も

職
業
別
に
依
て
同
職
業
の
組
令
が
聯
合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
同
到
稲
職
業
の
豆
一
稲
聯
合
合
が
統
一
し
て
全
英
閥
的
な

翠
一
組
織
憾
ご
な
る
に
は
色
々
の
故
障
が
あ
っ
て
、

ご
か
〈
十
分
に
其
目
的
伝
達

L
得
な
か
っ
た
。
然

L
其
中
に

(
第
六
艇
-
一
七
)

都↑一

1
ニ
を

品
九
闘
川
町
総
同
盟
船
業

九
九
七

行h

1市

つ

F
l
!
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業

第
二
十
二
番
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第
六
掛
一
一
八

L
L
z

、

J
J
j
z
r
 

事
情
は
少

L
づ
、
動
レ
て
、

一
八
九
九
年
に
は
勢
働
組
合
総
聯
A
口
曾

H
，

r
o
 
C
O
D
O
E
-

司
色
q
t日

o
p

。
町
叶
Eι
。

H
U
5
0
5
が
生
れ
る
十
う
に
な
り
、
此
の
大
凶
結
は
惚
業
の
際
に
は
特
に
其
働
を
示
す
べ
き
も
の
ピ
な
り
、
他
方
に

は
又
帥
労
働
組
合
総
合
議
叶
E
ι
a
d
E
oロ
の
g
q
E
ω

が
段
々
に
後
遣
し
て
足
時
は
共
の
結
合
愈
々
緊
街
ど
な
b
、

会
閥
労
働
組
合
員
の
五
分
四
を
包
察
す
る
に
玉
、
り
、
著
し
〈
会
倒
的
紘
一
の
貨
を
皐
「
る
至
っ
た
の
で
め
っ
て
、

此
ヰ
亦
今
回
の
企
図
的
な
織
地
業
の
行
M
れ
る
に
つ
い
て
は
興
っ
て
大
ハ
ー
に
カ
ゐ
争
、

か
、
る
大
規
模
の
会
閥
的

な
統
一
あ
る
運
動
の
れ
は
れ
得
た
る
は
、
此

ω
全
凶
的
結
合
の
存
す
る
あ
h
毛
の
後
遼
が
近
時
著
し
〈
表
は
れ
て

来
た
ニ
ピ
に
A
H
よ
所
最
も
多
し
己
し
な
け
れ
ば
な
ら
曲
。
併
し
乍
ら
こ
の
柑
労
働
組
合
総
曾
議
は
毎
年
一
一
回
開
俄
百

れ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

一
九
一
一
一
年
仁
そ
の
市
設
機
関
ご
し
て
一
般
代
議
曾
の
S
O
B
-
P
E
E
-
を
選
任
す
る

こ
ど
に
錦
っ
た
。

一
般
代
議
曾
は
年
中
少
〈
芭
も
毎
月
一
回
は
品
目
合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
並
(
時
々
に
於
け
る
問
題

を
蕗
理

L
、
金
制
幽
山
労
働
組
合
を
統
轄
す
る
意
味
に
於
げ
る
中
央
執
行
機
関
ね
る
に
近
き
性
質
を
有
[
τ

居
る
。

た
ヤ
こ
の
一
般
代
議
曾
の
桃
川
出
は
従
来
は
狭
〈
限
定
ゼ
ら
れ
、
所
属
組
合
に
劉

Lτ
義
務
を
一
諜
す
る
権
限
を
有
せ

-F
又
労
働
組
合
相
互
間
乃
歪
は
勢
働
組
合
E
一
雇
主
図
館
ご
の
聞
の
守
に
就
い

τは
有
数
に
之
念
日
伝
理
す
べ
き
桃
能

を
山
間
へ
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

所
が
今
図
的
総
肌
間
業
は
，
】
の
一
般
代
議
曾
の
決
議
に
依
て
行
は
れ
る
唱
』
ピ
、
な
う
た
や
う
に
報
せ
ら
れ
て
居
る

か
ら
、
今
や
そ
一
ω
僻
限
は
大
い
に
繍
張
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
っ

τ、
其
事
も
亦
今
回
の
事
件
が
之
を
質
経
す
る
ニ



正
、
な
っ
た
0

・
克
来
こ
の
一
般
代
議
曾
の
設
り
ら
れ
る
以
前
じ
は
夏
に
櫨
限
の
限
ら
れ
党
議
曾
委
員
曾

】

M
釦
己
円
m
w

，

自

g
z
q

(
リ

c
E日
昨
昨
日

な
る
も
の
が
め
つ
代
の
.
に
が
、

一
般
代
議
舎
が
山
来
て
か
ら
は
、

そ
の
権
限
は
漸
衣
憤

、
る
中
央
集
権
張
せ
ら
れ
る
傾
向
を
辿
h
始
め
た
。
た
い
併
し
之
に
謝
し
て
地
方
の
有
力
な
る
組
合
が
反
謝
の
態

度
を
持
し
、

か
を
喜
ば
な
い
風
が
あ
っ
た
も
の
花
か
ら
、

従
来
ご
か
〈
植
限
の
慌
艇
が
行
は
れ
難
か
っ
た
の

rが

近
時
大
い
に
北

(ω
蹴
張
の
布
地
蓮
に
向
つ

τ来
て
届
た
'
』
ご
は
、

一
般
に
認
め
ら
れ
た
る
所
で
ゐ
っ
た
。
今
回
の
線

罷
業
が
此
の
一
般
代
議
曾
の
決
議
に
依

τ行
は
れ
k
J
P守
す
れ
ば
、
か
、
る
会
倒
的
統
一
中
央
機
関
ゐ
b
た
る
に
よ

-O
能
く
飽
能
業
以
行
は
れ
得
る
に
至
っ
た
も
の
ご
見
て
よ
い
わ
り
で
あ
る
o

序
に
越
べ
て
置
〈
が
一
般
代
議
曾
は
如
何
に
し
て
組
成
さ
れ
る
か
古
い
ふ
に
、

一
九
二
三
年

ω紋
践
に
於

τ勢

働
組
合
組
曾
議
仁
魁
す
る
組
合
員
四
百
三
十
六
高
九
千
人
で
ゐ
っ
て
、
所
胤
組
合
は
そ
の
組
合
員
数
其
他
に
肱
じ

て
各
々
一
名
乃
至
三
名
(
例
へ
ば
磁
業
勢
働
者
組
合
よ
土
ニ
名
、
鋪
道
従
業
労
働
者
組
合
よ
り
一
一
一
名
、
運
搬
業
勢

働
者
組
合
よ
り
二
名
)

の
代
表
者
を
出
し
て
一
般
代
議
曾
を
組
成
す
る
の
で
あ
る
。
号
し
て
一
般
代
議
曾
は
又
所

(
前
一
摘
、
磁
業
錨
滋
業
及
蓮
搬
業
帥
労

働
者
の
三
大
聯
合
曾
は
沓
三
角
同
盟
仁
属
す
る
も
の
で
此
三
者
で
A
委
員
食
が
諮
ら
れ
て
居
る
の
で
め
る
O
)

鴎
組
合
の
漣
絡
嗣
係
に
よ
り
A
B
C
D
E
F
の
六
小
委
員
に
分
れ

τ居
る
。

要
す
る
に
今
回
の
大
罷
業
が
徳
罷
業
芭
し
て
諸
多
の
産
業
従

τ諸
多
の
労
働
方
面
に
捗
ち
然
か
も
企
図
的
に
然

hr
も
又
中
央
の
統
制
に
依
工
行
は
れ
た
'
M
Z
は
、
締
々
の
意
味
に
於

τ大
い
に
泣
目
に
値
す
る
所
で
ゐ
る
。

(
M
L
六
脱

九
) 

L
L
L
 

4
ノ
イ
ノ
J
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M守

論

英
国
の
純
同
盟
槌
業

第
二
十
二
巻

(
A
静
六
蹴

C 
) 

一0
0
0

か
〈
英
園
券
働
組
合
蓮
勤
の
一
新
時
期
を
劃
す
る
に
足
る
も
の
た
る
を
失
は
な
い
。

全
図
的
な
締
結
業
ご
し
て
行
は
れ
る
に
至
っ
た
ま
宝
っ
た

け
れ
ど
、
今
回
の
罷
業
は
茨
坑
守
議

t
L
て
表
は
れ

た
も
の
で
あ
る
o

従
て
棺
業
の
仲
間
子
を
箱
す
も
の
は
石
炭
坑
夫
た
る
い
い
謂
ふ
迄
も
な
い
i
o

却
も
炭
坑
勢
働
者
組
合

臨
切
合
命
日
ef

中
心
綾
子
ご
し
て
之
に
醤
三
角
同
胞
の
聯
合
舎
が
加
は
っ
て
中
心
勢
力
を
造
り
、
之
仁
叉
夏
じ
建
築
業

共
他
の
産
業
に
於
け
る
従
業
勢
働
者
の
組
合
又
は
其
聯
合
曾
が
奉
加

L
て
、
滋
に
徳
能
業
的
の
陳
容
を
整
へ
た
も

の
で
あ
る
。

大
英
図
災
械
業
拙
労
働
者
組
合
聯
合
曾
以
叶

-z
呂
ロ
何
百
・

3
ι
2住
吉
弘
の
目
別
片
岡
弘
円
札
口
(
戸
司
の
回
-
)
ご
都
す

る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
英
国
第
一
の
大
聯
合
曾
で
あ
ち
、
所
一
風
組
合
員
数
八
十
市
内
人
を
算

L
十
人
の
地
方
支
部
を
有

L
、
そ
の
各
支
部
に
車
位
組
合
が
嵐
L
て
居
る
o

車
位
組
合
は
一
坑
磁
を
基
礎
ご
し
て
遺
ら
れ
円
。
品
向
。
な
る
も

の
之
で
あ
る
。

H

。
ι向
。
の
上
に

り
な
門
乱
立

の
設
け
ら
れ
た
る
も
あ
り
設
り
ら
れ

F
る
も
ゐ
h
、
立
(
上
に

〉
E
c
n
T

釦

E
O
ロ

が
あ
ち
其
上
に
前
掲
の

司
a
m
E
E
O
ロ
が
一
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
L
て
そ
の
鞠
合
は
十
分
緊
密
に
出
来
上
つ

の
統
一
組
合
が
造
ら
れ
て
居
る
も
の
さ
見
て
差
支
な
い
山

て
居
る
か
ら
、

貫
質
に
於
て
は
全
閥
唯

次
に
欝
三
角
同
盟
の
一
員
た
b
し
鍛
道
従
業
者
全
国
一
組
合

4
E
O
Z住
吉
弘

d
巳
O
ロ
O
「
同
色

-Z可
自
自

(
Z
E
C
-

前掲拙著一二七瓦以下お)



戸
)
は
三
十
五
高
人
の
品
目
員
全
有

L
一
九
一
一
二
年
に
出
来
て
比
較
的
新
し
い
に
け
一
印
刷
の
産
業
別
組
合
の
面
目
を

備
へ
て
居
る
o

之
亦
全
閣
に
散
在
す
る
多
数
の
支
部
組
合
ー
か
ら
成
立
っ
て
居
る
。
鋭
道
従
業
員
組
合
に
は
比
外
に

術
は
同
白

-E可
(U-2r叱
〉

E
o
n
E民
。
ロ
ピ
い
ふ
の
が
め
っ
て
、
之
は
比
較
的
上
級
従
業
員
の
組
合
で
合
員
六
高
人

を
有

Lτ
居
る
。
次
に
運
搬
妙
働
者
の
組
合
は
一
般
叫
労
働
者
組
合
ピ
結
合
し
て
一
九
一
一
一
年
新
た
に
叶
r
o
H，
E
E

る'8

" こ E
CI) 別

組昆
合、(

lこ邑
『署生 ぜ>

で E
Z 巧
P言司 o
る号
勢え
倒
者討

議!
i時円
J{~ 釦
i!Ji 5. 
及

Cコ
び
路:i2

f己
替を
る当n.
T百 つ

減 11:
業 u

務

従
事
す
る

岩
0) 

大
部
分

そ
の
組
合
員
は
τ-
十
両
人
で
あ

捗
っ
て
居
'hJ
、
之
に
風
し
な
い
者
に
は
地
方
的
な
小
組
合
が
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。

以
上
の
三
大
組
合
は
曾
王
ニ
角
同
盟
の
関
係
正
仕
つ
化
も
の
で
、
三
角
同
盟
は
常
時
英
樹
に
於
け
る
柚
労
働
組
合

ω集
中
統
合
が
ま
に
あ
ま
り
行
は
れ
な
い
で
、
然
か
も
其
の
必
要
の
大
い
に
戚
じ
ら
れ
る
に
至
っ
た
勢
に
促
さ
れ

て
先
づ
生
れ
出
で
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国

叶
民
間
ν-o

同ロ
ιロ
ω同
国
凶

μ-

〉
巴
自
由
民
冨
SOB-
岡
弘
』
者
向
W
〕
王
国
何
回
斜
ロ

ι

ロE
4
0
5
4
2昨
日
切
な
る
も
の
之
で
あ
る
。
尤
も
常
時
一
述
搬
業
献
労
働
者
組
合
は
ま
ぢ
今
日
の
大
令
問
的
な
凶
憧
ご

は
な
っ
て
屑
な
〈
て
叶
ぽ
叶
B
E
3
5
5円
宮
白
凶
町
内
【
HOERop(
曾
員
三
十
蔵
人
)
こ
い
つ

τ居
た
時
分
で
あ
り
た
。

比
の
同
盟
は
大
戦
以
前
に
計
査
せ
ち
れ
一
九
一
六
年
に
組
成
さ
れ
た
の
ど
が
、
質
際
的
に
其
の
共
同
の
カ
を
後
制

L
て
同
盟
ご
し
て
の
働
を
渇
し
た
場
合
は
少
〈
、
事
ろ
共
同
運
動
は
困
難
ご
せ
ら
れ
、

一
九
二

O
年
の
備
業
勢
働

組
合
の
大
間
開
業
の
際
そ
の
弱
貼
は
暴
露
せ
ら
れ
、

一
九
一
二
年
仙
の
二
園
鶴
は
破
業
労
働
者
組
合
を
見
拾

τ、
岡

時

英
岡
山
総
同
盟
罷
業

論

(
第
六
蹴

) 

O 
O 

第
二
十
二
審
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盟
11 
fqJ，[ 
髄
す
る

這首
イコ D 
11: 帽

~6) r~ 
'盟
者温
業

時

誼

第
二
十
ニ
巷

(
第
六
秘
二
二
一
)

。
C 

新
〈

τ今
日
に
於

τは
三
角
附
盟
ご
い
γ

ふ
も
の
は
無
い
の
打
が
、
そ
の
代
b
今
少
し
大
規
模
に
金
倒
的
な
統
一

の
傾
向
が
進
ん
で
、
労
働
組
合
総
曾
議
正
一
般
代
議
曾
Z
が
有
力
な
働
を
表
は
す
や
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
回

の
罷
業
も
前
越
の
如
〈
こ

ω統
一
的
勢
力

ω下
に
行
は
れ
る
に
至
っ
た
究
第
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
し
て
も
省
三

角
同
盟
の
組
合
相
互
間
に
は
産
業
上
の
述
内
柿
か
ら
見

τ密
接
な
開
係
が
ゐ
る
も
の
に
か
ら
、
今
回
も
先
ワ
此
の
笛

三
角
同
盟
の
組
合
を
中
堅
ご
し
て
棺
業
は
行
は
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
に
叉
報
告
ら
れ
る
所
で
は
機
関
工
組
合
も
棺
業
に
奉
加
ず
る
や
う
命
や
ら
れ
た
芭
の
こ
ご
で
ゐ
る
が
、
機

開
工
組
合
の
中
に
在
つ
て
は
現
今
吋
宮
〉
目
白
】
町
向
日
記
色
刷
ロ
岡
山
口
2
民
口
問
匂
ロ
向
。
ロ
古
い
ふ
ゆ
が
、
設
も
有
力
な
組
合

で
あ
b
、
組
合
員
二
十
五
高
六
千
人
を
有
し
て
居
る
。
之
は
一
九
二

O
年
に
最
h
古
〈
よ
り
存
在
せ
る
〉
自
主
問
中

百回目。
ι
的。

-nr守
。
町
間
M
G
E日
司
令
」
中
心
Z
し
て
之
に
蒸
汽
機
関
製
造
労
働
者
、

器
具
製
治
叫
労
働
者
、
機
械
製
造

帥
労
働
者
、
鍛
治
工
共
他
の
類
似
勢
働
者
の
多
数
組
合
を
合
街
[
て
造
h
上
げ
た
も
の
で
、
千
七
百
の
支
部
か
ら
山

官
事
て
居
る
。
其
の
内
部
組
織
は
頗
る
完
備
し
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
大
英
図
炭
鎖
労
働
者
組
合
聯
合
曾
及
び
餓
道
従

業
者
全
凶
組
合
己
共
に
英
凶
勢
働
組
合
中
の
模
範
的
の
も
の
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。

要
す
る
に
す
ぺ
て
此
等

ω於
も
有
力
な
る
大
勢
働
組
合
が
一
致
幽
結
L
τ
中
央
の
統
一
的
指
拝
の
下
に
総
抱
業

を
行
ふ
仁
至
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
回
の
能
業
は
、
そ
の
規
模
に
於
て
も
共
の
成
カ
に
於
て
も
未
曾
有
の
も
の
で
あ

J 判 1
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る
o

従

τ其
ω捗
働
運
動
上
に
於
げ
ゐ
意
義
ご
英
国
の
産
業
そ
の
他
枇
曾
経
済
一
般
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
な
る

も
の
己
し
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

〆巧坤

然
ら
は
尖
に
今
回
断
行
苫
る
、
に
至
っ
た
総
棺
業
は
大
規
模
の
労
働
守
議
ご
し
て
其
の
守
貼
は
何
れ
に
布
る
か

J

」
い
ふ
に
、
石
炭
-
業
に
於
り
る
労
働
僚
件
に
闘
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
表
商
に
表
は
れ
た
所
は
主
己

L
て
賃
金
ご

叫
す
働
時
間
正
に
闘
し
て
居
る
が
、
然
し
全
局
的
に
児
た
る
守
議
の
原
因
は
宇
つ
ご
深
い
所
に
繭
し

τ居
る
。
そ
し

τ此
の
大
館
業
は
併
仁
昨
年
八
月
一
日
を
別
し
て
行
は
る
べ
〈

L
t
纏
か
に
裳
の
危
期
を
乗
越
へ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
絡
に
今
回
爆
畿
す
る
に
雫
ウ
た
の
で
あ
る
。

そ
-
-
で
私
は
此
の
大
守
議
の
原
凶
に
つ

て
少
し
詳
細
に
探
究
し
て
見
た
レ
の
に
が
、

之
を
探
究
す
る
に
就
い

て
は
、
ど
う
し
て
も
英
国
採
炭
業
の
質
妹
を
似
察
し
て
北
(
聞
か
ら
し
て
原
因
を
持
せ
る
諸
事
怖
を
捕
へ
て
来
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

人
も
知
る
如
〈
英
国
の
採
決
業
は
甚
に
行
詰
れ
る
状
態
に
在
h
ご
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
会
閥
的
に
似
た
る

そ
の
事
業
の
困
難
が
、
努
資
の
聞
に
於
け
る
紛
守
を
も
俄
儀
な
か
ら
し
め
て
居
る
も
の
Z
せ
ら
れ
る
o

謂
ム
迄
も

な
く
採
決
業
は
英
幽
に
於
け
る
諸
産
業
中
の
白
府
で
あ
ち
引
聞
は
hv
英
倒
産
業
の
基
礎
を
局
す
も
の
で
、
阪
往
三
十

計年

諦

英
幽
心
組
同
盟
罷
業

第
一
一
十
二
巻

(
品
静
六
規
一
二
三

)
}
0
0

，:.，; 



日生

言命

英
団
山
印
刷
刷
同
盟
組
業

第
二
十
二
を

(
第
六
盟
一
二
四
)

一0
0阻

年
間
英
国
諸
産
業
中
之
に
比
敵
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
之
に
従
事
す
る
労
働
者
の
数
は
百
高
人
を
超
へ
抹
裁
量

は
年
平
均
三
億
噸
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

(
一
入
九
四

l
一
八
九
八
年
半
均
一
億
九
千
五
百
高
噸

一九

O
八
年

二
億
六
千
二
百
高
噸
、

一九

O
九
一
九
一
一
一
一
年
平
均
二
億
七
千
高
噸
)
け
れ
ど
も
英
国
の
採
炭
業
は
全
耀
Z
し

て
は
新
〈
件
大
な
も
の
で
ゐ
る
が
、
主
刊
の
企
業
は
比
械
的
小
分
さ
れ
て
居
て
小
園
分
立
の
有
様
で
あ
る
o

印
ち
全

闘
の
炭
野
は
十
ニ
に
函
H
T
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
四
千
の
所
有
者
に
溺

L
、
千
四
百
五
十
の
企
業
者
に
依
て
経
径
せ
ら

れ
、
三
千
百
五
十
の
炭
坑
に
分
れ

τ居
る
o

普
通
に
鱗
主
ご

ν
は
れ
て
居
る
の
は
右
千
有
俄
の
炭
坑
企
業
者
を
h
w

ふ
の
で
あ
什
て
、
多
〈
は
勿
論
曾
枇
で
ゐ
る
。

然
か
も
共
闘
の
採
決
業
は
古
〈
か
ら
行
は
れ
居
る
結
果
ご
し
て
上
府
の
採
抑
制
に
容
易
な
所
は
最
年
掘
り
議
さ
れ

て
、
現
在
で
は
坑
夫
は
二
千
帆
乃
歪
三
千
似
の
地
下
仁
降
h
、
夏
仁
一
哩
二
哩
乃
至
ζ

一
哩
を
陥
っ
た
所
に
行
か
な

り
れ
ば
抹
拙

ω持
場
に
述

L
得
な
い
有
後
に
在
る
o

従一
1
坑
夫
一
人

ω採
炭
能
率
は
昔
時
に
比
し
て
段
々
に
低
下

L
現
庇
米
同
な
ど
の
坑
夫
の
生
産
能
率
に
比
峻
し
て
著
L
く
劣
れ
る
有
様
を
示
し
て
居
る
。
試
に
之
を
見
れ
ば
一

入
九
四

l
一
入
九
入
年
の
平
均
一
人
採
決
量
は
ニ
入
六
噸
に
っ
た
の
が
、

一
九

O
九
1

一
九
二
二
年
に
は
二
五
七

噸
に
下
っ
た
。

そ
し
て
英
国
採
決
企
業
者
は
多
数
分
立

L
て
業
務
上
互
仁
競
守
者
た
る
地
位
に
ゐ
る
が
、
然
L
晶
体
慣
に
開

L
て

は
腿
々
9
ン
グ
が
諮
ら
れ
て
消
費
者
の
負
抽
聞
を
塙
す
正
同
時
に
、
労
働
者
に
劉
L
τ
は
嫌
主
は
竪
聞
な
る
刷
結
を



錯
し
て
居
る
。
叶
}
凶
作
百
ロ
円
高
〉

ωsnzzs
。
悼
の
耳
巳
回
忌
E
ロ
ご
い
ふ
全
図
的
な
凶
結
正
叉
地
方
々
々
に
於
け
る

凶
結
正
が
め
る
。

け
れ
ど
も
企
業
Z
し
て
は
英
国
の
採
決
業
は
之
を
金
憧
に
つ
い
て
見
れ
ば
甚

r不
統
一
な
も
の
で
あ
っ
て
、
中

に
は
共
の
業
務
の
立
行
為
d

難
い
や
う
な
の
も
あ

h
、
又
漸
〈
じ
し
て
政
支
の
合
っ
て
居
る
や
う
な
の
が
あ
る
か
さ

他
方
に
は
二
制
乃
苦
心
四
割
の
利
盆
配
常
を
し
て
居
る
や
う
な
の
も
あ
る
。

思
へ
ば
、

其
の
業
務
を
全
般
的

世
界
大
戦
の
行
は
れ
た
時
期
に
在
つ

τは、

ご
に
か
〈
這
ん
な
事
情
で
あ
る
が
矯
め
に
、

閥
家
は
之
に
劃
し
て
立
入
っ
た
干
渉
政
策
を
行
は
f
c
る
を
得
な
か

に
安
定
L
、
採
決
供
給
を
豊
に
す
る
必
要
上
、

つ
に
o

即
も
一
方
に
は
従
来
ぷ
す
る
炭
坑
整
理
法
規
(
向
。
邑
百
ロ
2
開
花
巳
色
。
ロ
〉
巳
ω)
を
夏
に
完
備
の
も
の
E

他
方
じ
は
又
勢
働
者
の
鴨
川
に
は
持
働
時
間
や
賃
金
に
闘
す
る
立
法
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

震
す
ご
同
時
に
、

(
百
忠
良
国
間
正
出
05ω

〉
の
け
。
『

3
a
u
臣
官

5
2・
百
円
巳
自
民
自
話
回
問
。
〉
2
0同
H
U
G
)

然
る
に
一
九
一
五
年
に
至

つ
て
は
夏
に
其
の
整
理
に
閲
す
る
組
織
を
立
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

郎
も
一
方
に
は
労
働
者
の
多
数
が
戦
場
に

出
征
し
た
錦
め
に
石
決
の
産
山
を
増
加
し
維
持
す
る
泣
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
Z
岡
崎
に
、
輸
出
を

も
整
理
す
る
必
要
生
じ
、
刷
悶
絡
の
勝
賞
に
封
し
て
は
園
内
の
消
費
者
を
保
護

L
な
け
れ
ば
な
ら
字
、
又
園
内
配
給

の
拭
態
を
整
ふ
る
必
要
あ

b
、
兎
に
は
守
議
に
よ
h
生
廷
供
給
の
減
少
せ
ら
れ
中
絶
せ
ら
る
、
を
防
止
す
る
必
要

も
戚
壱
ら
れ
、
又
利
益
の
無
h
u

晶
体
坑
の
経
楼
者
の
業
務
を
立
行
か
す
矯
め
に
は
布
利
な
る
地
位
に
あ
る
経
盛
者
の

OIC. 

論

英
岡
山
総
同
盟
品
業
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二
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六
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O
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英
凶
の
総
同
盟
商
業

第
二
十
ニ
各

(
第
六
披

J 
p、

一O
O式

負
備
に
於
て
之
を
補
助
す
る
必
要
も
戚
守
ら
れ
た
o

そ
こ
で
一
九
一
五
年
二
月
に
炭
坑
組
織
委
員
合
、
E
o
の
E
-
E
E
P向
。
円
四
百
E
民
自
の
。

E
E
R
Z
が
設
泣
せ

ら
れ
五
月
に
は
輸
出
委
員
合
内

E
-
P
4
2宮
内
。

EE-
が
諮
ら
れ
七
月
に
は
永
岡
閣
制
限
法

叶
E
O
】

v
z
n
o
。『(リ。
ω-

(ロ
B
E
E
S
)
〉
旦
が
段
布
苫
れ
た
。

廿
A

他
相
次
で
幾
多
の
施
設
が
潟
苫
れ
、

一
九
一
六
年
に
は
り
η
帝
国

2

0『

問
。
釦
]
日
同
凶
作
間
己
ち
0
2

の
下
に
於
て
岡
山
水
は
岡
内
の
石
山
坑
一
坑
及
び
之
に
闘
す
る
事
業
に
謝
L
て
完
全
な
る
管
理
他

を
掌
握
す
る
こ
ご
、
な
り
北
〈
翌
年
二
月
岡
内
会
採
決
業
は
岡
山
水
管
理
に
服
す
る
こ
ど
、
な
っ
た
。
そ
れ
ご
同
時
に

石
炭
倍
理
局
(
リ
。
ω
-
P
E
E
-一
の
え
り

O
B耳
目
。
且
が
設
け
ら
れ
叉
奉
議
員
制
が
羽
か
れ
磁
主
ざ
坑
夫
ぜ
よ
b
同
数

宛
を
山
し
て
組
成
す
る
〉

ι
s
g
q
回

E
丘
が
迩
ら
れ
た
o

こ
り
石
炭
管
理
制
は
随
分
後
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

共
の
主
眼
と
す
る
所
は
、
石
裁
採
叩
叫
の
事
業
以
之
を
割
払
的
経
殺
に
委
ね
乍
ら
、
岡
家
は
石
山
典
の
倒
肱
畑
、
輸
出
及
閥

内
山
配
給
に
闘
し
骨
理
を
行
ふ
ζ

正
、
倣
ま
の
標
準
利
潤
卒
を
定
め
、
そ
の
標
準
以
上
の
利
潤
含
事
「
る
企
業
山
梨

に
は
一
訓
五
分
の
賦
税
金
を
献
し
之
を
以
て
棋
準
以
下
山

J

利
潤
を
牧
h
U
る
企
業
家
の
業
務
に
補
紛
争
」
錯
す
こ
正
、

賃
金
に
於
け
る
支
給
に
閲
し
て
は
決
隔
毎
に
別
々
に
す
る
こ
ご
な
〈
会
闘
を
遁
じ

τ
二
年
制
を
採
る
》
』
ピ
等
の
鮎

に
つ
い
て
、
其
の
管
理
を
寅
行
す
る
こ
ぜ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o

こ
の
管
理
は
一
九
二
一
年
の
三
月
迄
継
続
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
以
前
一
九
ニ

O
年
の
絡
b
に
於
て
海
外
市

場
に
於
げ
る
炭
況
甚
に
面
白
か
ら

g
る
も
の
あ
る
に
至
っ
た
縛
め
政
府
は
管
理
に
件
ふ
大
損
失
を
恐
れ
之
を
見
れ



ん
勉
め
に
努
賃
に
闘
し
管
理
を
出
版
す
る
-
】
己
よ

-u
生
す
る
越
化
に
肱
争
ぺ
き
必
要
の
蕗
置
も
な
す
-
}
ピ
な
〈
其
他

の
貼
に
つ
い
て
も
十
分
的
詑
誌
を
抑
は
な
い
で
、
急
に
管
理
を
廃
止
す
る
こ
ど
に
し
た
の
で
あ
る
o

毛
こ
で
+
英
国

未
曾
有
の
炭
坑
守
議
が
勃
後

L
、
そ
の
潟
三
月
か
ら
七
月
に
至
る
ま
で
会
閥
内
の
決
坑
は
作
業
を
休
止
す
る
の
止

増
す
議
内
結
川
本
賃
金
仁
つ
い
て
は
技
術
的
に
非
情
に
込
入
っ
た
貸
率
契
約
が
出
来
上
っ
た

が
、
北
(
仰
の
事
情
に
つ
い
て
は
大
館
戦
前
の
事
怖
が
依
復
古
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

む
を
得
ぎ
る
仁
至
っ
た
。

四

斯
〈
採
決
業
の
服
組
が
戦
前
紋
抽
出
に
復
旧
聞
せ
し
め
ら
れ
た
こ
ご
は
、
英
悶
採
決
業
の
首
般
に
つ
い
て
精
密
な
る

十
分
の
智
識
を
有
す
る
人
々
の
同
意
し
兼
ね
た
る
所
で
ゐ
b
、
特
に
坑
夫

ω側
に
於

τは
勝
L
き
失
望
り
積
ぜ
な

ら
ゲ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ご
い
ふ
の
は
、
設
に
一
九
一
九
年
の
夏
百
円
・

Y
注
目

m
E
r々
を
委
員
長
ご
す
る
委
員

舎
が
設
け
ら
れ
J
t
t
(
手
に
依
て
英
凶
採
炭
来
的
資
紋
が
綿
密
に
訓
査
せ
ら
れ
、
北
(
の
結
果
英
閥
的
採
決
業
は
之
を

私
管
制
よ
り
困
俸
制
に
移
古
い
る
一
べ
か
ら
す
ご
の
案
が
委
員
曾
に
於

τ作
製
報
告
せ
ら
れ
、
北
(
山
系
は
多
数
専
門
家

の
意
見
を
徴
し
た
る
上
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
り
、
坑
夫
及
び
英
国
の
時
労
働
運
動
一
般
の
賛
同
を
得
た
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

炭
坑
凶
俸
に
閲
す
る
す
Y

キ

1
笑
は
、
共
の
作
製
を
見
る
に
つ
い
て
は
叫
労
働
者
側
の
意
見
己
要
求
ご
に
促
苫
れ

英
岡
山
制
阿
盟
罷
業

第
二
十
二
巻

(
第
六
銃
一
一
一
七
)
一

O
O
七

時

諭
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世
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第
二
十
二
審

(
み
六
挽
一
二
入
)

一on-A

た
る
所
副
よ
り
多
大
で
ゐ
っ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
同
時
に
一
般
消
費
者
的
利
害
を
も
刷
み
結
局
炭
坑
労
働
に
闘
す

る
諸
多
の
保
件
を
満
足
に
解
決
せ
ん
ご
欲
せ
ば
、
比
五
の
桜
本
に
於
て
英
凶
採
炭
事
業
そ
の
も
の
、
組
織
を
改
逃
せ

業
務
ご
し
て
之
に
勝
じ
得
る
や
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
如
何
ぜ
も
す
る
4

】
ど
の
出
来
な
レ
も
の
E
考
へ
ら
れ
た
の

ま
れ
ば
如
何
ご
も
し
雑
誌
σ

所
で
あ
っ
て
、
賃
金
に
し
て
も
労
働
時
間
に
し
て
も
組
織
の
改
造
に
よ
り
採
決
業
務
が

で
あ
る
。

炭
阿
慣
が
高
く
な
っ
て
一
般
消
費
者
が
誌
犠
牲
に
な
る
も
の
、
従
に
宣
仰
せ
ら
れ
て
居
た
の
ど
け
れ
左
、
委
員
曾
が

従
来
E
か
〈
企
業
家
側
か
ら
拍
労
働
者
が
食
慾
に
し
て
飽
〈
守
」
正
を
創
ら
ぬ
が
故
に
生
産
費
が
高
〈
か
、

b
従
て

其
犠
牲
に
な
っ
て
居
る
も
の
た
る
守
一
ご
が
知
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
o

却
も
委
員
舎
が
四
百
五
十
八
の
炭
坑
に

質
地
を
調
査
し
て
見
れ
ば
、
消
費
者
ご
勢
働
者
正
が
共
に
採
決
業
組
織
内
不
完
杢
に
し
て
制
度
の
悪

L
き
が
絡
に

か
っ
た
。
然
か
も
石
炭
そ
の
も
の
は
市
場
に
於
て
は
同
一
般
格
を
以
て
版
貸
せ
ら
る
べ
き
で
あ
旬
、

つ
い
て
調
査
し
た
所
に
よ
れ
ば
石
放
一
噸
の
採
掘
裂
は
十
二
士
山
六
片
か
ら
四
十
八
士
山
ま
で
の
差
等
ゐ
る
こ
ご
が
わ

標
準
ご
す
吋
旨
も
の
な
る
が
放
に
、

所
説
限
界
企
業
者
た
る
も
の
詳
言
す
れ
ば
最
も
不
利
益
な
る
蚊
磁
の
下
に
企
業
を
綴
替
す
る
者
の
要
す
る
費
用
を

そ
の
標
準
は

採
決
企
業
者
の
聞
に
は
著
し
き
利
潤
の
差
等
を
鬼
る
を
免
れ
な
か
っ
た
。
新

f
て
四
五
人
の
炭
坑
の
中
其
の
採
炭
量
の
入
%
は
煩
失
を
以
て
採
掘
せ
ら
れ
、

他
り
入
%
は
一
噸
僅
か
に
一
士
山
以

下
り
利
得
金
以
て
採
掘
せ
ら
れ
、
生
産
量
の
字
額
以
上
は
一
噸
三
士
山
以
上
の
利
潤
を
以
て
獲
ら
れ
、

一
一
七
併
は



噸
五
志
以
上
の
利
得
を
以
て
採
掘
せ
ら
れ
、
期
〈
の
如
〈
に
し
て
絡
に
最
高
の
者
に
至
つ
て
は
一
噸
十
志
乃
至
十

六
士
山
の
利
得
を
得
る
企
業
者
を
見
る
有
様
で
あ
っ
た

Q

こ
の
状
況
を
以
て
す
れ
ば
或
企
業
家
に
取
っ

τは
破
康
に

値
寸
る
如
き
氷
川
聞
も
戒
他
の
企
業
家
仁
取
ウ

τは
大
い
な
る
利
得
を
粛
す
唱

τ己
に
な
る
の
で
あ
っ

τ、
問
題
は
寅

に
此
肋
に
存
す
る
次
第
で
あ
る
じ

之
を
W
H
例
に
つ
レ
-1
示
ゼ
ば
一
九
一
八
年
一
月
に
石
炭
管
理
官
は
氷
川
畑
二
志
六
片
の
値
上
を
行
っ
た
こ
ご
が
あ

つ
わ
い
が
、

之
は
嘗
時
総
抹
裁
量
中
の
一
割
三
分
ば
か
'
り
の
も
の
が
事
業
損
失

ω服
組
仁
於
て
企
業
を
経
侍
す
る
企

業
者
に
依

τ抗
抑
制
供
給
せ
ら
れ
て
居
日
も
の
だ
か
ら
、
此
等
の
限
山
弁
企
業
者
を

Lτ
牧
支
償
ひ

τ通
話
利
潤
を
得

せ
L
め
共
の
業
務
を
線
級
せ
し
め
ん
鋳
に
巳
り
を
得
十
L
て
鋳
さ
れ
た
引
上
で
ゐ
っ
た
o

併
し
信
附
他
方
に
は
大

多
数
の
炭
坑
業
者
は
二
制
以
上
の
利
篠
配
蛍
を
録
し
て
居
た
の
に
か
ら
、

b
}
t
z
nト
L

主上、
J
z
i
u
K
二
本
、
て

d
p
n
V
4
M
p
f
q
'
s
-
t
4
3
6
急
刷

u
η
l
+
8
1

は
、
貨
に
此
等

ω
布
利
の
地
位
に
在
る
企
業
家
を

L
て、

真
に
北
(
の
利
潤
を
培
大
せ
し
む
る
ニ
ピ
、
な
る
外
は
な

か
う
た
。
然
か
も
之
が
綿
仁
一
般
消
技
者
以
二
千
五
百
雨
時
間

ω負
擁
増
加
に
任
じ
な
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
て
、

若
れ
は
つ
ま
り
少
数
の
限
界
企
業
家
を
立
行
か

L
め
ん
が
焔
に
、

そ
し
て
岡
崎
に
多
数
の
有
利
企
業
家

を
し
て
盆
I
有
利
な
ら

L
め
ん
が
治
仁
消
技
者
の
負
融
制
せ
る
も
の
た
る
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

忘
る
べ
か
ら

F
る
ニ
ピ
は
、
斯
く
の
如
き
炭
附
間
引
上
は
戦
時
的
な
非
常
必
要
か
ら
生
中
る
も
の
た
る
よ
り
も
、

よ

。
多
〈
英
幽
採
決
業
金
業
利
潤
に
差
等
わ
る
以
本
市
千
賀
よ
h
品
羽
生
せ
る
も
の
た
る
こ
正
之
で
あ
る
o

11年

面市

英
附

ω
糠
同
盟
問
議

弟
二
十
一
一
各

(
み
え
雄
一
」
一
九
)

一O
O九



11年

前

英
閣
内
総
同
盟
開
業

第
二
十
二
審

(
件
六
抗
ご
一
一
O
)

一
O
一O

術
叉
英
闘
の
採
決
業
が
多
数
分
立
せ
る
忍
的
企
業
に
依
ウ

τ行
は
れ
て
居
る
こ
ご
か
ら
生
十
る
凶
民
経
済
上

ω

不
利
議
に
つ
い

τ見
れ
ば
.
先
づ
炭
坑
が
別
々
に
な
っ
て
居
り
此
ぬ
か
も
相
隣
接
せ
る
も
の
が
異
な
れ
る
企
業
家
に

魁
す
る
こ
ご
の
潟
め
に
、
耐
炭
坑
閉
山
り
域
界
じ
彩
し
き
時
間
裁
の
生
や
る
事
貨
を
知
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

境
界
に

一
戸
止
の
地
域
を
残
し
て
ほ
〈
】
ど
は
坑
道
り
山
川
一
様
を
防
ぎ
水
や
一
兆
斯
の
浸
入
を
防
「
技
術
上
の
必
要
か
ら
或
程
度

ま
で
は
止
む
を
得
な
い
所
で
め
る
が
、

府
周
航
は
そ
の
必
嬰
以
上
に
盗
川
州
を
防
「
が
活
仁
成
い
γ

地
域
が
残
苫
れ
て
居

る
の
で
あ
っ
工
、
英
の
叫
班
点
同
五
十
儲
噸
に
及
、
ぷ
ピ
信
じ
ら
れ

τ居
る
。
そ
れ
に
又
多
数
企
業
分
立
の
結
県
は
相
互

の
・
雌
守
に
よ
り
民
間
共
同
の
行
は
れ
推
古
銭
に
経
後
上
に
幾
多
の
無
駄
が
生
じ
る
を
免
れ
な
い
の
み
な
ら
争
、
採

制
さ
れ
た
る
石
炭
の
販
真
に
附
し
て
も
、
川
刷
る
無
秩
序
的
な
状
態
を
話
す
る
外
は
な
い
ミ
ど
に
な
っ
て
居
る
。
特

に
石
炭
の
配
給
組
織
に
圭
つ
て
は
英
凶
り
現
紋
日
則
る
不
揃
足
な
朕
態
で
あ
っ
て
.
主
主
問
多
数
の
中
間
商
人
が
居

τ誌
の
利
得
ど
費
用
芭
の
錨
に
石
炭
附
倒
防
怖
を
高
か
ら
[
め

τ居
る
所
は
決
し
て
少
L
Z
I
な
い
。
現
に
其
の
中
間

尚
人
め
手
を
省
略
す
る
誕
品
則
正

L
τ
り
消
技
組
合
の
成
総
に
つ
い
て
見
て
も
、
組
合
は
消
費
者
に
謝
L
て
一
噸
二

士
山
六
片
乃
至
五
志
の
剣
一
肢
を
錯
す
を
得
る
有
川
慨
に
ゐ
h
ピ
報
拍
」
ら
れ
て
居
る
o

す
べ
て
斯
〈

ω如
、
芦
一
決
想
は
之
を
司
公
共
的
立
場
が
ら
観
察
す
れ
ば
是
非
ご
も
改
善
を
要
す
る

mm践
で
ゐ
る
o

苫

れ
ば
祭
働
者
。
問
越
に
闘
し
て
も
勢
働
者
側
に
於
℃
は
、
組
織
の
不
完
全
な
る
を
北
九
慌
に
し

τ置
い
て
多
〈
の
株

ギ
一
は
二
割
又
は
そ
れ
以
上
の
利
盆
配
常
じ
も
治
し

τ居
る
の
に
、

一
般
消
費
者
に
は
迷
感
を
奥
へ
、
労
働
者
に
は



限
外
企
業
者
の
業
務
を
[
て
利
潤
を
生
み
出
す
を
得
る
も
の
た
ら
し
め
ん
錫
に

賃
金
を
引
下
げ
た
h
，
勢
働
時
間

を
組
〈
し
た

h
し
て
作
品
(
の
犠
刺
た
ら

L
め
ん
ご
す
る
は
、

間
へ
旧
制
請
に
ご
の
戚
愉
己
主
張
ど
が
弧
〈
行
渡
っ
て
日
眉

る
次
第
で
あ
る
。
労
働
岩
等
は
勢
働
僚
件
を
忍
〈
す
る
こ
ご
を
考
へ
る
以
前
ド
先
づ
組
織
改
占
の
資
行
方
法
に
つ

ντ
考
へ
、

述
じ
之
を
賀
行
す
べ
き
筈
り
も

ωな
h
ご
主
張
す
る
究
第
で
あ
一
る
。

然
る
に
一
見
に
放
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
}
ご
は
、
勢
働
者
ピ
し
て
は
挟
の
苦
痛
を
戚
宇
る
は
た
い
賃
金
や
勢
働
時

間
ば
か
り
に
閥
t
る
こ
ご
で
は
な
く
、
其
の
仕
事
内
安
位
、
共
の
健
康
り
維
持
、
そ
の
生
命

ω
安
全
が
業
務
組
織

の
不
完
全
川
ゆ
る
た
め
に
、

z
h
r
〈
脅
か
さ
れ
勝
ち
な
る
こ
ご
で
ゐ
る
ρ

炭
坑
に
於
け
る
負
傷
災
害
に
つ
い
て
見
る

も
年
々
十
六
市
内
人
は
負
侮
の
幼
め
一
遡
間
以
上
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
負
傷
セ
し
て
居
る
。
就
小

一H
川
二
千
人
は
一
年
以
上
労
働
不
能
に
な
っ
て
活
る
。
死
傷
者

ω
歎
も
一
年
平
均
千
人
を
起
へ

一
日
平
均
三
人
叉

は
間
人
り
死
者
全
山
川
1
有
械
に
在
る
。
併
し
此
等
の
労
働
上
の
不

E

支
や
労
働
者
の
同
明
治
の
よ
か
ら
百
る
こ
ご
や

は
、
努
働
者
の
之
宏
希
望
し
計
査
す
る
が
如
き
滋
に
於
て
炭
坑
業
的
政
L
U
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、

大
部
分
之
を
除

主
之
を
改
良
す
る
こ
己

ω出
来
る
も
の
己
信
じ
ら
れ

τ尉
る
の
で
あ
っ

τ、
労
働
者
は
由
民
際
北
(
内
何
事
に
従
事
し

射
ら
業
務
組
織
の
欠
岐
に
つ
い
て
慨
験
を
有
す
る
も
り
な
れ
ば
、
帥
肌
態
改
善
の
可
能
な
る
ヨ
」
正
に
つ
い
て
は
十
分

な
る
自
信
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ο

要
す
る
に
斯
〈
の
知
事
情
H

放
に
紅
る
所
か
ら
サ
ン
キ

1
委
民
合
は
組
織
ゼ
ら
れ
る
に
至
つ
れ
の
で
あ
っ
て
、
量
一
A

英
酬
の
料
同
州
出
船
業

都
ニ

1
二
谷

(
第
六
抗
一
一
二
一
)
一

C

n，¥' 

=--.<0. 
加



H年

英
圏
内
総
同
盟
組
長

日商

出

ー

を

(
焔
じ
八
山
肌

) 

u 

此
品
目
以
川
刷
物

ω所
引
引
に
附
す
る
問
題
己
決
坑
料
提
に
附
す
る
問
地
ピ
石
家
配
給
に
闘
す
る
問
題
ご
に
つ
い
て
調
査

を
行
ふ
-
}
己
、
な
の
、

調
貨
の
結
果
、

白ヨ

内
問
姐
Z
第
三
的
問
題
、
」
に
つ
い
て
は
委
員
品
目

ω立
児
が
似
っ
て
成

出
品
を
得
た
の
で
あ
る
。
即
ち
破
物
は
之
を
凶
J

付
ピ
潟
し
現
庄
の
所
作
者
よ
!
り
町
民
上
「
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
、
石
炭

ω
配
給
は
地
万
公
共
闘
挫
の
手
に
依
h
I
(
ω
公
絡
事
業
ピ

L
て
行
は
る
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
り

で
あ
る
。

た
い
併
し
乍
ら
炭
坑
来
を
如
何
仁
[
て
公
其
的
に
純
倍
す
る
か
の
賀
行
方
法
に
つ
い
て
は
真
に
深
き
例

山
ん
を
要
す
る
も
の
が
ゐ
っ
た
潟
仁
、

大
戦
以
一
札
此
的
問
題
が
英
同
石
山
択
問
題
に
闘
す
る
中
心
問
題

J
E
L
て
取
獲
さ

れ
‘
雌
に
討
究
も
行
は
れ
て
来
た
の
で
ゐ
る
h

五

サ
ン
キ
|
案
ご
し
て
知
ら
れ
た
る
炭
一
碗
岡
市
川
実
は
腕
〈
誠
者
E
接
働
者
・
己
の
賛
同
を
得
た
の
で
め
る
が
、

共
0) 

W
H
れ
じ
小
々
本
H

劫
の
こ
ご
に
あ
ら
す
、

J4
に
反
釣
の
志
向
己
注
動
ご
も
又
雌
ピ
っ
た
縛
め
に
、

急
に
北
(
的
自
現
を

H

地
る
一
て
込
は
ほ
か
っ
た
。

斯
(
て
問
題
は
大
慨
に
於

τは
比
(
憾
に
持
脳
3
れ、

飢
遁

ω如
〈
絡
に
昨
年
七
月
末
に

去
っ
て
は
、

大
従
業
の
危
期
に
瀕
L
た
や
う
な
わ
け
で
ゐ
っ
た
が
、

政
府
は
真
に
氷
坑
業
に
於
わ
る
能
率
の
改
善

等
に
就
い
て
調
査
を
行
ふ
こ
正
、

L
、

委
員
合
が
設
り
ら
れ
委
員
合
は
昨
年
十
月
か
ら
調
査
研
究
に
典
は
つ

τ居

る
。
然
る
に
英
国
採
決
仕
事
り
賀
川
肌
は
そ
の
後
も
依
然
正
し
て
困
難
の
賦
況
に
在
っ
た
錫
め
に
、

一
枇
品
目
は
-
」
の
委
員

""品 '":;}'_'J、ν

ibid 8) 



然
る
阿
仁
本
年
一
月
に
至
つ
て
は
繍
主
側
も
崎
労
働
者
側
も
共
に
委
員
合
に
帆
到
し
て
提
案
を
試
み
た
の
で
あ
っ

曾
の
事
業
に
つ
い
匂
て
大
い
に
技
怠
を
抑
ふ

τ居
た
の
で
あ
る
。

て
、
先
づ
磯
主
側
の
提
案
は
、
八
時
間
努
助
制
に
従
蹄
す
る
こ
ご
、
賃
金
を
引
下
「
る
こ
正
、
運
送
投
合
減
じ
繊

道
従
業
員
の
給
料
を
減
中
る
こ
ご
、
来
坑
は
各
々
共
事
怖
を
異
に
す
る
が
故
に
現
在
心
労
賃
仁
附
す
る
会
閥
的
以

昨
平
協
約
を
厳
し

τ之
に
後
ふ
る
に
地
方
的
協
約
を
以
て
す
る
こ
ご
.
破
物
採
卵
継
は
や
は
ム
リ
な

ωも
の
=
し
て
弘

管
制
を
維
持
す
る
ニ
正
等
を
以
て
主
眼
正
し
た
o

印
も
企
業
家
側
仁
於
て
は
機
械

ω改
良
・
織
防
の
合
同
整
理
、

利
盆
分
配
等
の
ニ
正
に
つ
い
て
は
誠
意
を
以
一
1
採
炭
業
改
海
の
案
を
誹
す
る
を
版
は
な
い
が
、
生
産
能
率
め
場
ら

、io
、
3

ノふ
4
1
F
h
H
J
k
r
一岳民哨円九ノ巳ドロ」キ命、ム
F
f
、、

7
L
r
b
tキ
々
白
H
p
a』

m-Z刊
/
レ
日
↓

z

t

7
〈

並
(
瓜
閃
は
労
働
者
側
に
在
る
か
ら
一
九
一
九
年
以
前
内
妙
働
時
間
に
蹄

る
こ
ご
が
必
要
で
あ
っ
て
、
之
に
依

τ生
産
設
の
低
減
を
行
ひ
、
山
川
ほ
他
の
生
産
費
低
減
山
道
己
[
て
は
賃
金
引

下
を
行
ふ
外
に
道
は
川
4

い
ご
主
張
L
允
の
で
あ
る
ο
そ
L
て
閥
庫

ω補
助
金
制
は
事
業
の
活
力
を
殺
(
も
山
正

L

て
之
に
反
劉
な
る
旨
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。

之
に
反
仁
て
英
凶
炭
備
業
労
働
者
組
合
聯
合
合
側
か
ら
は
、
採
決
業
及
動
力
業
の
改
浩
正
貨
川
胤
宮
、
し
仁
闘
す
る
提

山
長
が
骨
岬
さ
れ
た
。
此
の
例
鉱
山
長
は
勢
働
組
合
一
般
代
議
曾
、
労
働
指
執
行
委
員
品
目
及
議
曾
労
働
議
執
行
委
員
命
日
を
包

括
す
る
聯
合
委
員
曾
り
作
っ
た
も
の
で
わ
っ
た
。
従
業
は
、
現
在

ω町
山
山
口
以
来
委
員
品
目
の
代
り
に
動
力
及
川
理
職
委
員

曾
を
設
り
、
そ
の
委
員
合
は
石
炭
‘
屯
匁
・
瓦
期
、
u
泌
総
・
商
業
問
憾
及
叫
労
働
問
題
の
各
専
門
家
六
名
の
常
任
委

lI!f 

論

英
岡
山
一
組
伺
盟
副
開
業

第
二
」
t

ご
巷

(
部
六
蹴
一
三
コ
一
)

O 



11住

とん
叫聞

長
岡
内
総
同
盟
協
議

(
佑
六
椀
-
山
)

婦
二
十
二
岱

、)

!!.I~ 

員
正
一
名
凶
・
会
員
長
ピ
を
以

τ組
織
す
ぺ
き
も
の
ご
[
、
北
(
の
峨
務
は
動
力
H
A
蓮
輸
に
闘
し
て
訓
査
を
行
ひ
、
公

引
払
の
動
力
及
一
辿
脈
企
業
企
支
配
す
る
請
保
引
を
制
定

L
、
動
力
俊
生
石
英
副
産
物
そ
の
他
之
に
狐
す
る
研
究
を
促

t
、
研
究
ψ
粕
川
ポ
を
は
動
力
及
運
輸
問
問
に
闘

t
t
E
M業
的
に
応
用
す
る
準
備
を
L
執
行
ず
る
に
在
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
委
員
命
日
は
採
炭
業
に
闘
し
て
は
重
要
政
策
附
題
を
決
定
す
る
最
格
権
威
ピ
な
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
o

帥
も

従
業
収
、
助
力
の
後
生
H
A
分
配
採
決
…
4
決
を
す
川
、

τ庇
も
に
閥
有
国
管
に
せ
う
ご
す
る
の
で
は
な
い
が
、
新
た
に

砲
さ
れ
る
採
決
事
業
所
及
動
力
俊
住
所
は
公
布
さ
す
ぺ
き
も
の
ご
し
、
動
力
及
蓮
総
に
閲
し
て
は
運
輸
委
員
品
目
が

立
入
っ
た
桃
限
を
有
す
る
も
の
ピ
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。

何
時
山
火
装
に
つ
い
て
は
努
働
者
側
の
結
集
は
そ
の
大
政
治
を
要
求
す
る
の
で
め
っ
て
、
之
を
大
組
織
化
[
、

業
務
管
理
的
任
に
皆
る
べ
き
全
国
石
炭
及
動
力
生
産
品
目
議
を
設
佐
す
べ
き
も
の
ご

L
、
合
議
に
は
執
行
品
川
υ
に
行

政
川
川
口
民
正
坑
夫
北
ぴ
仁
刷
舟
物
労
働
者
ご
が
同
数
っ
、
各
自
の
剛
健
か
ら
越
山
苫
れ
磁
務
大
凶
を
議
長
ピ
[
、
動

力
及
運
輸
委
員
合
代
表
者
、
中
央
石
炭
委
口
氏
命
日
幹
事
、
鋭
山
監
品
百
山
刊
長
が
顧
問
己
な
る
り
で
あ
る

o
ε
L
て守】山り

命H
議
の
下
に
地
方
石
炭
及
動
力
生
路
市
同
議
が
泣
か
れ
、

そ
の
下
に
叉
炭
坑
及

ι場
委
員
曾
が
設
置
白
れ
る
o

川四

配
給
方
住
等
の
問
題
を
取
扱
ふ
潟
に
は
消
費
者
合
議
そ
設
け
、
石
炭
一
及
動
力
生
津
命
日
議
ご
協
同
L
t

問
脳
を
審
議
決
定
す
る
の
で
ゐ
る
。

栴
、
謹
H

、

斯
〈
企
業
家
側
ピ
努
働
者
側
正
か
ら
似
る
立
場
企
異
仁
せ
る
提
案
が
品
持
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
茸
(
後
嗣
者
的
提
案

ヲ
て

Uノ

間際勢!肋，'.;j }j[)j~主Mj l!r~w山必働 Jltf~ C: :.1芸協"抗三三 一令官民
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に
劃
し
て
は
双
方
側
か
ら
論
維
や
修
正
が
行
は
れ
て
、

大
い
に
議
論
に
花
を
咲
か
せ
た
け
れ

K
も

委
員
合
ご
し

て
は
、

之
を
脳
陣
め
て
一
の
成
案
を
得
る
に
雛
〈
、

其
催

r推
移
し
て
以

τ今
日
に
及
ん

r。
フ

7
し
て
修
仁
功
付
以

行
詰
っ
て
大
龍
業
を
見
る
に
至
っ
た
次
第
で
ゐ
る
。

能
業
の
経
過
は
世
に
侍
へ
ら
れ
た
通
h
で
ゐ
つ

τ九
日
間
で

一
先
づ
落
着
す
る
こ
ど
仁
な
っ

k
。
然

L
問
題
白

身
は
決
し
て
ま
に
解
決
さ
れ
な
い
の
で
ゐ
っ
て
、
交
渉
を
給
総
す
る
こ
ご
凶
鋳
に
根
来
は
止
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
向
。

交
渉
が
今
後
如
何
な
る
程
昨
今
年
で
進
行
[
問
題

ω
解
決
に
F

川
つ

ηy-れ
に
付
動

ν
て
行
〈
か
は
ん
叩
貨
山
後
瓜
に
叫
叫

コ』
roi品

-
h
e
p

、、

d

h

グ

t
7
J
、
本
交
を
草
す
る
今
日
正

Lτ
は

未
に
凶
よ
り
之
を
推
知
す
る
に
難
い
が
、

英
凶
石
談
業
山
賀
朕

が
前
に
示
し
た
辿
ー
り
に
じ
す
れ
ば

之
に
闘
す
る
根
本
的
な
る
組
織
政
治
が
断
行
さ
れ
さ
る
限
り

y
d
J
q
g
 

d
L
U
Uド
U
H
H
叫
耗

に
り
の
加
決
が
行
は
る
、
に
池
ぎ
な
い
な
ら
ば

圭
れ
は
た
い
・
桜
附
的

ωも
の
だ
る
を
山

t
さ
る

U
終
日
却
に
如
り

得
べ
当
所
で
あ
る
。

六

然
ら
ば
英
闘
の
川
内
非
興
業
を
般
本
的
に
解
決
す
る
道
は
ご
い
へ
ば
、
上
に
逃
ぺ
た
闘
有
凶
器
制
以
外
に
、
石
炭
委

員
曾
の
委
員
の
一
人
な
ふ
り
し
人
で
装
道
の
一
専
門
家
の
推
奨
し
た
一
家
が
め
る
。
主
(
品
止
は
、
英
凶
り
採
決
業
が
小
議

分
立
的
に
行
は
れ
1
居
る
か
も
今
日
の
囚
維
に
退
治
し
た
次
第
な
れ
ば
、
採
災
業
を
一
子
に
経
倍
す
べ
き
一
大
ト

"寺

言首

英
凶
山
総
同
盟
罷
業

務
一
一
十
三
省

(
一
品
大
規

一
三
一
泊
)

一
O
一一方

も:t:;'r::♂ F



d、必

克明
待先
ぷ初

出荷

ぷ
潟

H年

言詣

英
国
旧
総
同
盟
間
業

第
二
十
二
巻

(
第
六
組

」ー，、
) 

。
プミ

-ア

λ

ト
又
は
一
大
公
盆
品
目
枇
を
組
織
し
、
比
(
手
に
依
て
炭
坑
全
部
を
買
牧

L
、
そ
の
経
替
の
縛
め
に
は
七
人
よ
bJ

成
れ
る
管
理
-
奈
川
民
曾
を
組
織
し
、
小
一
一
名
は
拙
労
働
者
を
代
表
し
一
名
は
鰹
替
方
而
を
代
表

L
残
り
凹
名
は
株
主
を

代
表
せ

L
め
る
o

そ
し

τ企
業
利
潤
は
之
を
六
分
に
限
定
し
資
本
仁
掛
し
て
は
最
低
四
分
利
を
保
護
す
る
守
』
ご
に

[
た
ら
よ
か
ら
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
集
は
技
術
上
に
於
て
は
幾
多
の
利
仰
を
伴
L
べ
き
こ
Z
康
〈
認
め
ら
れ

た
る
所
で
あ
る
が
、

た

v
問
題
は
石
炭
業
=
い
ふ
英
国
諸
産
業
中
の
最
も
重
要
な
る
産
業
を
新
か
る
満
点
的
な
る

大
企
業
凶
憾
の
手
に
委
ぬ
る
こ
ご
の
可
否
で
め
る
。

一
t
皮
加
、
る
大
櫛
占
企
業
組
織
が
山
来
上
る
に
於
て
は
、

、戸内 ， 百

之
仁
射
し
て
外
部
よ
り
佐
世
を
行
ひ
共
の
行
動
を
支
配
す
る
こ
ご
は
到
底
望
み
得
べ
炉
ら
ゲ
る
附
で
ゐ
っ
て
、
耐

曾
一
般
は
此
が
品
川
め
に
現
賦
よ
A

ツ
も
夏
に
大
い
な
る
犠
牲
を
挑
は
な
け
れ
ば
な
ら
必
か
も
知
れ
な
い
。

米
凶
に
於

，，'"" 内ヤ肌，，-')".'

り
る
大
ト
ラ
λ

ト
の
勢
力
の
如
何
に
強
大
に
し
て
、
刷
曾
は
北
(
力
的
潟
に
支
配
せ
ら
れ
ニ
ヲ
グ
』
す
れ
之
を
支
配
す
る

司』
Z
は
山
家
難
い
心
付
慌
に
あ
る
質
扶
を
知
る
者
は
、

英
岡
仁
於
て
斯
か
る
大
獅
占
企
業
を
新
た
に
設
立
す
る
ニ
・
己

の
如
何
仁
多
大
の
危
険
を
件
ふ
べ
き
か
は
、
容
易
に
窺

ο得
べ
き
所
で
あ
る
。
司
，
ぞ
れ
に
叉
此
案
は
労
働
者
ご
企
業

者
側
正
の
闘
係
に
就
い
て
は
殆
ん

X
多
〈
問
題
解
決
内
具
鵠
案
ご
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

た
v
管
理
委
員
中
に

そ
噂
』
で
結
局
解
決
案
ご
し
て
は
岡
古
川
案
が
最
も
有
数
に
し
て
妥
蛍
な
案
ご
な
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、

二
名
の
勢
働
代
表
者
を
加
入
せ
し
む
る
こ

Z
が
考
へ
ら
れ
亡
居
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
意
味
に
於

τす
ン
キ

1
案
は
今
日
に
至
る
も
依
然
ご
し
て
共
命
脈
を
持
す
る
も
の
ご
請
は
ね
ば
な
ら
的
。
然



L
一
口
に
岡
山
官
制
ピ
謂
ム
中
に
は
抜
磯
山
所
布
に
闘
す
る
方
面
ご
採
決
絞
皆
に
閲
す
る
方
面
が
あ
る
わ
け
で
、
前

者
に
け
を
闘
有
に
移
し
た
の
で
は
や
は
h
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
ぬ
。

川
削
者
共
に
幽
家

ω手
に
蹄
し
て
市
め
て
奥

の
岡
有
制
正
な
h
，
得
る
も
の
で
あ
る
o

毛

-vt
試
に
英
国
の
氷
山
酬
を
凶
引
に
す
る
こ
正
の
可
能
性
に
つ
い
て
見
る

に
・
十
ン
キ
1
渠
に
よ
れ
ば
決
坑
£
民
の
採
刷
機
子
炉
』
併
せ
て
民
上
げ
る
の
で
あ
る
が
、

長
一
」
孟

IHR告
4

L

主
r
f
レ
長

F
T
，4
1
・t

一
四
年
ゆ
賦
況
を
基
礎
ご
す
れ
ば
炭
坑
の
資
本
山
間
格
が
約
一
低
三
千
五
百
部
併
で
恥
刷
物
の
慎
柿
は
凡
去
五
千
五
百

前
向
乃
至
七
千
前
磁
に
及
び
耐
者
合
計
で
5
つ
ご
二
低
磁
で
め
る
。
之
に
刑
判
す
る
利
子
を
年
五
分
卒
正
し

τ
一
千
高

時
正
見
、

之
に
減
附
個
鋭
却
基
金
ご
し
て
五
十
部
時
間
が
添
加
せ
ら
れ
る
ご
す
る
。
然
る
に
採
抑
棋
に
劃
す
る
見
加
金

ご
磁
業
利
盆
ご
の
合
計
は
戦
前
五
ヶ
年
中
均
に
於
て
千
九
百
高
械
で
あ
っ
た
o

然
げ
り
ば
今
炭
坑
を
其
の
保
城
椎
正

共
じ
買
上
「
る
ご
し
て
牧
支
の
算
盤
は
十
分
に
立
つ
も
の
己
見
る
-
〕

H

己
が
山
来
る
。

次
に
園
行
制
の
下
に
於
け
る
業
務
終
畿
の
方
面
は
ご
い
ふ
仁
、
英
同
聞
の
事
情
ご
し
て
は
、
綴
借
金
剛
聞
に
劃
す
る

政
商
管
理
緋
は
や
は
b
議
曾
に
存
す
る
も
の
ご
す
る
外
は
な
〈
、
鎖
務
大
同
が
紙
管
を
代
表
し
て
議
曾
仁
射
し
て

資
在
を
負
」
こ
正
、
す
る
外
は
な
レ
。
け
れ
y
」
も
業
務
経
祭
の
賞
際
に
去
っ
て
は
到
底
之
を
中
央
に
集
中
統
一

L

て
一
体
制
の
下
に
行
ひ
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ご
せ
ら
れ
、
此
献
に
つ

ντ
は
ず
ン
キ
1
委
員
曾
に
於
り
る
意
見
も

一
致
を
見
た
の
で
あ
る
o

卸
も
一
面
に
は
園
管
制
に
件
ム
音
一
主
義
三
一
一
日
僚
風
冒
乙
杓
子
定
規
的
な
規
則
っ
く
め
正

を
去
り
、
能
硲
を
盛
山
押
せ
し
め
創
意
を
働
か
し
め
進
苦
心
」
泊
肱
ご
を
賞
現
せ

L
め
ん
潟
め
に
、
又
他
方
に
於

τは

話I

英
間
的
練
同
盟
罷
業

節
一
-
十
二
審

{
枯
即
」
ハ
誠
一
三
七

)
-
o
一
七

自主

87 Tawney， op. Clt. p )
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第
二
ト
ニ
場

(
第
六
鵠
一
一
ニ
入
)

論

英
闘
の
総
同
盟
組
業

英
国
採
炭
楽
に
於
げ
る
技
術
上
の
地
方
的
特
色
を
維
持
す
る
外
な
き
事
怖
を
顧
慮
す
る
所
か
ら
し
て
、
経
管
は
之

O 

A 

を
地
方
分
雌
的
に
柏
崎
す
べ
き
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
o
此
の
地
方
分
機
制
の
w
H
現
の
翁
め
に
は
各
山
氏

若
宮
内
ト
リ
タ

F
L
Mゆ
y
-ン
山
戸

野
悩
城
毎
に
地
方
詳
議
曾
を
位
一
さ
、
消
費
者
さ
経
借
者
ご
叫
労
働
者
ピ
の
代
表
者
を
以
工
之
を
組
織

L
誌
の
地
方
に

於
け
る
抑
制
炭
業
の
管
理
経
傍
は
大
館
に
於
て
其
手
に
一
任
し
て
然
る
ぺ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
る
。

こ
の
綬
畿
の
問
題
に
つ
い
て
今
一
つ
重
要
な
-

u

ご
は
労
働
者
を
し
て
十
分
に
よ
(
之
に
参
加
す
る
を
符
せ
し
む

る
道
を
開
〈
こ
ご
之
で
あ
る
。
印
も
妙
働
者
は
岡
山
水
的
な
る
石
炭
協
議
曾
に
於
て
も
、
地
方
的
な
る
石
炭
協
議
品
目

に
於
て
も
、
又
各
坑
凶
に
於
け
る
委
員
曾
に
於
て
も
、
共
に
之
に
代
求
者
を
迭
ふ
り
北
〈
組
織
に
加
は
る
も
の
ご
し
な

げ
れ
ば
な
ら

ω。
此
事
は
一
つ
に
は
拙
労
働
者
を
し
て
其
の
労
働
僚
件
の
決
定
に
会
加
せ

L
む
る
」
血
球
に
於
工
必
一
袋

で
あ
り
、
二
つ
に
は
労
働
能
率
を
佐
川
押
せ
し
む
る
上
に
必
要
で
あ
る
。
労
働
者
を
し
て
具
に
協
同
一
致
し
て
責
任

を
以
て
勢
務
に
従
事
せ
ー
め
ん
乙
な
ら
ば
、
彼
等
に
白
J
健
全
拠
へ
、
其

ω労
働
保
件
郎
も
そ
の
生
命
山
非
協
の
安

み
言
生
訴
の
保
昨
ご
を
山
川
へ
る
所
の
崎
労
働
保
件

ω決
定
を
経
材
信
者

ω代
表
者
や
一
般
消
山
1
4
引
の
代
表
者
、
」
共
仁
共

同
に
自
主
的
に
協
議
決
定
す
る
を
得
る
地
位
に
居
ら
し
む
る
こ
ど
は
是
非
己
も
必
要
な
》
』
己
で
ゐ
る
G

叉
労
働
者

を
し
て
寸
分
に
共
の
制
労
働
能
率
を
後
抑
[
勤
勉
に
忠
・
貨
に
働
か
し
め
ん
絡
に
、
之
に
自
主
的
地
位
を
県
へ
、
上
か

ら
料
ら
れ
て
働
か
苫
れ
る
の
で
は
〈
、
解
雇
の
脅
威
を
以
て
働
か
ち
れ
る
の
で
な
〈
、
自
ら
自
己
の
事
ご

L
て
自

己
に
封
す
る
責
任
上
倒
〈
正

ν
ふ
風
に
し
な
は
れ
ば
う
そ
で
ゐ
る
o

現
今

ω一
労
働
者
以
特
に
英
幽
に
従
つ
て
は
組

合
組
織
も
併
に
十
分
な
る
滋
速
を
遂
げ
組
合
に
よ
る
訓
練
己
節
制
ご
も
行
届
レ
て
居
り
、
石
炭
坑
夫
組
合
ゆ
如
き

も
閥
中
最
も
有
力
な
る
組
合
の
一
を
潟

L
て
居
る
や
う
な
有
様
な
れ
ば
、
之
に
白
主
的
地
位
を
興
へ
、
採
目
以
業
務

ω

し づ "d.メマ，，^，同<-ら刈Jν制叩'<<'''，"'時一町、ベバ t下 、 J も州事十4段、前';"州yド ムタf 九山川1......'...)0_.刊



経
営
I
闘
l
て
司
公
平
な
る
奉
加
椛
を
奥
ふ
る
-
ご
は
、

是
非
必
要
な
-
}
ご
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

す
ぺ
て
此
等

の
献
に
つ
い
て

1
分
な
る
顧
慮
が
州
酬
は
れ
い

経
営
組
制
が
織
さ
る
、
に
依

tJ山
め

τ企
業
ご
持
働
に
閥
、
苦
る
問
題

も
大
レ
に
片
付
さ
、
H

央
闘
採
決
業
山
り
現
以

ω不
安
は
紋
松
的
に
取
除
か
れ
得
る
も
の
ご
信
比
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

現
に
本
年
一
月
に
於
り
る
労
働
組
令
側

ω
石
氷
委
日
以
曾
に
絡
せ
る
提
案
に
つ
い
て
見
る
も
、

前
越
の
如
(
、
石

炭
一
比
一
動
力
生
虎
協
議
曾
を
治
る
ぺ
(
ご
ぜ

L
れ、

そ
れ
は
全
国
協
議
合
正
地

EH協
議
曾
，
己
坑
臥
及
工
場
全
員
合
己

九

T-
凶
石
山
肌
1
A
動
力
ヰ
一
流
協
一
泊
命
日
に
は
縦
答
者
側
正
一
労
働
者
側
己
ヤ
b
同
数
の
代
表
者

よ
れ
り
成
る
も

ω
正
ゼ
ら

μ
、

そ
し
て
此
の
生
産
品
問
議
、
己
並
行
で
消
投

(
例
へ
は
各
十
二
名
)
が
各
自
の
固
憾
か
ら
波
山
せ
ら
る
ぺ
き
も

ωご
し
、

'Iifi 
4、

者
仔
議
を
設
り

τ石
炭
及
動
力
伺
凶
仰
の
協
定
等
を
品
川
す
」
正
、
す
べ
し
正
提
議
さ
れ
て
居
る
引
絞
で
あ
る
o

に
斯
く
の
如
き
は
、

英
闘
労
働
者
組
合
の

一
致
せ
る
意
見
で
あ
っ
て

然
か
も
そ
れ
は
既
に
労
働
者
的
意
見
た
る

に
止
ら
中
、
英
剛
石
炭
業
其
他
に
つ
い
て
十
分
な
る
智
誠
己
川
且
料
品
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